
（ ）

Ｇ : 機器重心位置

Ｗ : 機器質量

Ｒｂ : アンカーボルト１本あたりの引抜力

ｎｔ : 引張を受ける片側のアンカーボルト総本数

ｈＧ : 据付面より機器重心までの高さ

ｈＧ Ｌ : 短辺方向のアンカーボルトスパン

ＬＧ : ボルト中心から機器重心までの距離

Ｒb

ＦＨ : 設計用水平地震力

ＦＶ : 設計用鉛直地震力

ＬＧ

１．地震入力

設計用水平地震力の作用点は重心とする。

Ｚ ：

ＫＳ： とする（建築設備耐震設計・施工指針２００５年による）

ＦＨ＝ＫＨ・Ｗ

ＫＨ＝Ｚ・ＫＳ

ＦＶ＝ＫＶ・Ｗ

ＫＶ＝1/2ＫＨ

ＫＨ ： 設計用水平震度 ･･････ Ｚ・ＫＳ＝

Ｗ ： 機器質量 ･･････････ kg ＝ kN

ＦＶ ： 設計用鉛直地震力

ＫＶ ： 設計用鉛直震度

ＦＨ＝ＫＨ・Ｗ ＝ × ＝

ＦＶ＝ＫＶ・Ｗ ＝ 1/2・ＫＨ・Ｗ ＝ 1/2 × × ＝

∴ 設計用鉛直地震力(ＦＨ)＝ kN

設計用鉛直地震力(ＦＶ)＝ kN
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２．アンカーボルトの引抜力

Ｗ ： kg ＝ kN

Ｌ ： cm

ｈＧ ： cm

ＬＧ ： cm

ｎ ： 本

ｎｔ ： 本

ＦＨ ： kN

ＦＶ ： kN

× －( － )× ＝

×

∴ アンカーボルト１本の引抜力は kN

３．アンカーボルトのせん断力

Ｑ ： アンカーボルト１本に作用するせん断力

∴ アンカーボルト１本に作用するせん断力は kN

∴ アンカーボルトの引抜力、せん断力よりアンカーボルトのサイズは以下とする。

・ あと施工接着系アンカー ： Ｍ１０以上

・ あと施工金属拡張アンカー ： Ｍ８以上

（図１～４及び表１～２を参照のこと。施工は図１～２による。）
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４．アンカーボルトの選定（床・基礎据付）

ボルト径

ｄ(呼称)

Ｍ１０

Ｍ１２

ボルトの埋込長さ

(Ｌ)の限度(mm)

注 １．上図において、上表の埋込長さ及び穿孔径の接着系アンカーボルトが埋込まれたときの

短期許容引抜荷重である。

２．コンクリートの設計基準強度ＦＣは、１.８kN/cm2(１８N/mm2)としている。

３．各寸法が上図と異なる時、あるいはコンクリートの設計基準強度が異なる時などは、

別途堅固な基礎の計算によるものとする。ただし、床スラブ上面に設けられるアンカー

ボルトは１本当たり、９.２０kNを超す引抜荷重は負担できないものとする。

４．Ｌ≧６ｄとすることが望ましく、上表の－印部分は、使用しないことが望ましい。

５．第一種、第二種軽量コンクリートが使用される場合は、１割程度裕度ある選定を行うこと。

図１．あと施工接着系アンカーボルト

コンクリート厚さ（mm） 埋込長さ 穿孔径

表１．短期許容引抜荷重（kN）
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ボルト径

ｄ(呼称)

Ｍ８

Ｍ１０

Ｍ１２

ボルトの埋込長さ

(Ｌ)の限度(mm)

注 １．上図において、上表の埋込長さのアンカーボルトが埋込まれたときの短期許容引抜荷重

である。

２．コンクリートの設計基準強度ＦＣは、１.８kN/cm2(１８N/mm2)としている。

３．各寸法が上図と異なる時、あるいはコンクリートの設計基準強度が異なる時などは、

別途堅固な基礎の計算によるものとする。ただし、床スラブ上面に設けられるアンカー

ボルトは１本当たり、６.７０kNを超す引抜荷重は負担できないものとする。

４．埋込長さが右欄以下のものは使用しないことが望ましい。

５．第一種、第二種軽量コンクリートが使用される場合は、１割程度裕度ある選定を行うこと。

図２．あと施工金属拡張アンカーボルト
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図３．ボルト（SS400）許容応力度図
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図４．ステンレスボルト（A2-50）許容応力度図
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Ｇ : 機器重心位置

Ｗ : 機器質量

Ｒｂ : アンカーボルト１本あたりの引抜力

ｎｔ : 引張を受ける片側のアンカーボルト総本数

ｈＧ : 据付面より機器重心までの高さ

ｈＧ Ｌ : 短辺方向のアンカーボルトスパン

ＬＧ : ボルト中心から機器重心までの距離

Ｒb

ＦＨ : 設計用水平地震力

ＦＶ : 設計用鉛直地震力

ＬＧ

１．地震入力

設計用水平地震力の作用点は重心とする。

Ｚ ：

ＫＳ： とする（建築設備耐震設計・施工指針２００５年による）
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ＫＨ ： 設計用水平震度 ･･････ Ｚ・ＫＳ＝

Ｗ ： 機器質量 ･･････････ kg ＝ kN

ＦＶ ： 設計用鉛直地震力

ＫＶ ： 設計用鉛直震度

ＦＨ＝ＫＨ・Ｗ ＝ × ＝

ＦＶ＝ＫＶ・Ｗ ＝ 1/2・ＫＨ・Ｗ ＝ 1/2 × × ＝
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２．アンカーボルトの引抜力

Ｗ ： kg ＝ kN

Ｌ ： cm

ｈＧ ： cm

ＬＧ ： cm

ｎ ： 本

ｎｔ ： 本

ＦＨ ： kN

ＦＶ ： kN

× －( － )× ＝

×

∴ アンカーボルト１本の引抜力は kN

３．アンカーボルトのせん断力

Ｑ ： アンカーボルト１本に作用するせん断力

∴ アンカーボルト１本に作用するせん断力は kN

∴ アンカーボルトの引抜力、せん断力よりアンカーボルトのサイズは以下とする。

・ あと施工接着系アンカー ： Ｍ１０以上

・ あと施工金属拡張アンカー ： Ｍ８以上

（図１～４及び表１～２を参照のこと。施工は図１～２による。）
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４．アンカーボルトの選定（床・基礎据付）

ボルト径

ｄ(呼称)

Ｍ１０

Ｍ１２

ボルトの埋込長さ

(Ｌ)の限度(mm)

注 １．上図において、上表の埋込長さ及び穿孔径の接着系アンカーボルトが埋込まれたときの

短期許容引抜荷重である。

２．コンクリートの設計基準強度ＦＣは、１.８kN/cm2(１８N/mm2)としている。

３．各寸法が上図と異なる時、あるいはコンクリートの設計基準強度が異なる時などは、

別途堅固な基礎の計算によるものとする。ただし、床スラブ上面に設けられるアンカー

ボルトは１本当たり、９.２０kNを超す引抜荷重は負担できないものとする。

４．Ｌ≧６ｄとすることが望ましく、上表の－印部分は、使用しないことが望ましい。

５．第一種、第二種軽量コンクリートが使用される場合は、１割程度裕度ある選定を行うこと。
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図１．あと施工接着系アンカーボルト
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ボルト径

ｄ(呼称)

Ｍ８

Ｍ１０

Ｍ１２

ボルトの埋込長さ

(Ｌ)の限度(mm)

注 １．上図において、上表の埋込長さのアンカーボルトが埋込まれたときの短期許容引抜荷重

である。

２．コンクリートの設計基準強度ＦＣは、１.８kN/cm2(１８N/mm2)としている。

３．各寸法が上図と異なる時、あるいはコンクリートの設計基準強度が異なる時などは、

別途堅固な基礎の計算によるものとする。ただし、床スラブ上面に設けられるアンカー

ボルトは１本当たり、６.７０kNを超す引抜荷重は負担できないものとする。

４．埋込長さが右欄以下のものは使用しないことが望ましい。

５．第一種、第二種軽量コンクリートが使用される場合は、１割程度裕度ある選定を行うこと。
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－５－

図３．ボルト（SS400）許容応力度図
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図４．ステンレスボルト（A2-50）許容応力度図


